
１
月
25
日
、
Ｊ
Ｒ
本

体
で
働
く
営
業
関
係
組

合
員
や
グ
ル
ー
プ
会
社

で
働
く
組
合
員
、
未
加

入
の
若
手
社
員
で
賃
金

や
仕
事
の
問
題
点
に
つ

い
て
営
業
職
学
習
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

塚
原
委
員
長
よ
り
今

日
の
情
勢
、
常
磐
線
運

転
再
開
に
つ
い
て
挨
拶

が
あ
り
、
東
本
部
伊
藤

執
行
委
員
か
ら
Ｊ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
の
実
態
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
が
設
立
し

会
社
側
の
組
合
（
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
労
組
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

Ｕ
）
が
結
成
さ
れ
た
。

国
労
組
合
員
と
の
交

流
を
し
て
行
っ
て
い
く

中
で
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
ー
Ｕ

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

①
今
後
の
諸
課
題
に
つ

い
て
の
交
通
整
理
。
②
５

年
後
を
見
据
え
た
組
織

体
制
。
③
国
労
と
Ｊ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
ー
Ｕ
と
の
連
携
を
取

り
統
一
し
た
要
求
、
交

流
会
を
行
っ
て
い
く
。

組
合
を
結
成
す
る
ま

で
の
経
過
に
つ
い
て
池

田
委
員
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

褒
賞
金
の
金
額
が
Ｊ

Ｒ
と
違
う
、
賃
上
げ
の

交
渉
は
５
年
に
一
度
で

あ
る
。

会
社
入
社
時
に
就
業

規
則
の
同
意
書
も
判
ら

ず
名
前
を
書
い
た
な
ど
、

国
労
の
先
輩
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
組
合
が
無
い

と
何
も
言
え
な
い
と
言

わ
れ
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
ー
Ｕ

を
結
成
し
た
。

組
合
員
の
声
か
ら
、

一
人
勤
務
で
異
常
時
に

お
け
る
放
送
案
内
が
大

変
。
教
育
不
足
で
知
識

の
向
上
が
必
要
、
遠
隔

シ
ス
テ
ム
で
の
要
員
削

減
。

研
修
後
は
Ｃ
Ｓ

な
ど
集
ま
る
場
が
な
い
。

何
か
あ
っ
て
か
ら
の
対

策
で
あ
る
。

東
京
で
は
勉
強
会
が

１
時
間
～
１
時
間
30
分

行
わ
れ
て
い
る
。
水
戸

で
は
エ
リ
ア
が
広
い
の

で
難
し
い
。

土
浦
指
導
セ
ン
タ
ー

で
下
館
駅
に
平
日
常
駐

す
る
が
異
常
時
で
早
急

に
対
応
出
来
る
の
か
。

今
後
、
エ
ル
ダ
ー
社

員
の
増
加
、
駅
委
託
化

が
進
み
、
営
業
経
験
が

な
い
人
も
委
託
駅
に
配

属
に
な
り
不
安
や
対
応

に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
学
習
と
交
流

か
ら
安
心
し
て
働
け
る

職
場
作
り
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

第１０号 こくろう みと 平成２８年３月２２日

会社を超えて安心して働ける職場に

安
全
・
教
育
の
充
実
を

東
日
本
事
業
部
よ
り

制
度
改
正
に
つ
い
て
話

が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
新
た
に
入
院
見

舞
い
金
制
度
が
新
設
し

ま
し
た
。
今
ま
で
は
、

14
日
以
上
に
傷
病
手
当

が
給
付
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
医
療
技
術
の
向

上
に
よ
り

７
日
以
上

14
日
未
満

の
入
院
に

給
付
さ
れ

ま
す
。

１
０
０
万
円
以
上
の

給
付
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
提
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

共
済
の
新
規
加
入
、

継
続
、
増
口
の
協
力
の

お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

本
体
と
の
格
差
に
不
満

共
済
推
進
会
議
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結
び
つ
き

つ
な
が
り
生
か
し
て

大
胆
に

国
労
加
入
を訴

え
よ
う
！


